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用いて、網膜静脈閉塞症 (retinal vein occlusion: RVO) モデル及び脈絡膜新生血管 
(choroidal neovascularization: CNV) モデルを作製し、臨床で第一選択薬の抗血管内























びに成長因子の同定を行った。VEGFに 加え、Interleukin-6、 Monocyte chemoattractant 
protein-1及び Angiopoietin-2は網膜静脈閉塞後に発現が増加した。抗 VEGF 薬の投
与によって、前房水に含まれる VEGF量 は減少した。一方、Interleukin-6、Monocyte 












CNV: choroidal neovascularization  
RVO: retinal vein occlusion 
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提供することになった本研究を博士 (薬科学) の論文として価値あるものと認める。 
